
生活協同組合コープ自然派おおさか機関紙 2024年10月4週

NO. 30 - 1 イベント情報
ホームページからも
閲覧・お申込みできます。

イベントのお申込み方法

① イベントID

② 組合員名

③ 組合員コード（一般の方は一般）

④ 参加人数・参加者氏名

⑤ 連絡先

⑥ 託児の有/無（託児を設けているイベントのみ）、
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ホームページ

みんなdeおいなぁよマルシェ
「和歌山センターおひろめフェスタ」以来、２年ぶりとなる和歌山
でのミニフェスタ。
こだわりいっぱいのコープ自然派の生産者や組合員のお店で、
試食やお買い物を楽しめますよ♪ １人で、家族で、友達と一緒
に、みんなで”おいなぁよ”。

開催案内

【日時】11月3日（日・祝）11：00～14：00
【場所】県民交流プラザ・和歌山ビッグ愛

１階展示ホール （和歌山市手平2丁目1-2）

最寄駅：JR宮前駅から徒歩7分（駐車場50分100円）

【申込受付フォーム】
必要事項を入力していただくと、自動返信にて申し込み内容が入力
したメールアドレスに届きます。（携帯電話で送受信をされる方は、
パソコンからのメールも受信されるよう設定をお願いします。）
パソコン用URL
https://ws.formzu.net/fgen/S838906026/

携帯用URL
https://ws.formzu.net/sfgen/S838906026/

申込受付フォーム
QRコード

＜生産者のお店＞
ピースクラブ （国産小麦天然酵母のパン・ラスク）
マエカワテイスト（だしパック・ 濃厚だし・白だし・天然だしつゆ）
ポタジエ（フリーズドライみそ汁）
鎌倉ハムクラウン商会（無塩せきウインナー）
耕雲社 (地場野菜と焼き芋)
さとの雪（国産大豆豆腐）
ハマヤ （有機コーヒー）
コープ有機 (野菜・果物)
コープブレッドファーム (国産小麦無添加パン) 他

第8次中期計画策定会議、名前はちょっとむずかしいですが、組合員と
職員が一緒にコープ自然派おおさかを想い、考え、話し合い、2025年
～2028年に取り組む3年間のビジョンを作るワークショップです！
今回はコープ自然派にとって、とても大切な「食」のことをテーマに話
し合います。これからの「コープ自然派おおさか」でワクワクするビ
ジョンをみんなで考えませんか？
ファシリテーターには「オモロ～授業発表会」や物々交換会「ぐるり」
でおなじみ、幸福度の高い社会を目指し、日本の教育を変えたいとの思
いで全国で活動をされている久本和明さんをお招きします。
1回目・２回目に来ていない方も気軽に参加して、楽しくワイワイお話
しましょう♪

イベントID ： 07244489 主催：理事会

New

最寄り駅：京阪「天満橋」駅、Osaka Metro谷町線「天満橋」駅、JR東西線「大阪城北詰」駅

■日 時：11月 13日（水）10：30～14：00
■場 所：ドーンセンター４階 大会議室③

■講 師：久本和明さん
講師プロフィール：(株)ワンピース創業者、非営利団体「ぐるり」創設者、オモロ
—発表会発起人、教育活動家
2007年23歳の時に(株)ワンピースを創業。「人々の毎日に、幸せや歓びや感動
の溢れる世界をつくる」というコンセプトのもと、経営者も従業員も分け隔てなく
みんなが幸せに働ける組織の在り方を追求。指示・命令・管理・評価がないにもか
かわらず、社員が自分で考え、決め、行動するワンピース流の経営手法を確立。

■参加費：組合員限定・参加費無料
■託 児：あり。（１歳～未就学児まで）託児申込み締切日：11/6(水）

託児費：組合員無料 託児対象外(1歳未満)・子どもの同伴：可
■持ち物：飲み物、筆記用具
■定 員：30名
■〆切：11/8（金）

ミ ラ イ ミ ー テ ィ ング v o l . 3
“未来のコープ自然派おおさか”をつくる

第 8 次 中 期 計 画 策 定 会 議

（受付10：20）

※交通費・お弁当支給
※同伴の方の昼食は持参ください。

2024年10月
拝啓 初秋の候、皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び
申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。Ｇ
МＯフリーゾーン運動全国交流集会が19回目を迎えます。コープ自然
派しこくが実行委員会メンバーとなり、2025年3月1日・2日愛媛で開
催します。

ＧМＯフリーゾーン運動は、「遺伝子組み換え作物は植えない（作らな
い）、売らない、食べない」ことを宣言し多様な種子を多様な農法で営
む農業を守り、自然と共生する人間の暮らしを守る運動です。昨今、ゲ
ノム編集技術を用いた食品など遺伝子操作され安全性が確立していない
食べ物が表示もされないままに出回ろうとしています。今回の全国交流
集会を通して、愛媛はもとより四国、そして関西の食の安全に対する機
運を醸成し、誰にとっても一番大切な食べるものへの関心を高めること
により、誰もが当たり前にオーガニックを享受出来る社会への第一歩と
したいと考えます。

つきましては、ＧМＯフリーゾーン運動の趣旨をご理解いただき、組合
員のみなさんにもご協賛を賜わりたく、お願い申し上げます。
なお、ご協賛の内容につきましては、下記となります。

1 0 月 度 理 事 会 報 告

【主な報告事項】

・事業連合への１億３０００万円の増資について決議されました。

・第19回GMOフリーゾーン運動全国交流集会inえひめへの協賛並びに組合員への

広報について決議されました。

・就業規則・定時職員賃金規定の改定について決議されました。

・企業主導型両親学級への協賛について決議されました。

・総代会記念講演の振り返りを行いました。

・総代研修について話し合いました。

・総代交流会について話し合いました。

・第8次中期計画策定について話し合いました。

・子ども笑顔基金について話し合いました。

日時：２０２４年１０月２日（水）１０：００～１４：０６

場所：大阪府社会福祉会館 505号室

出席理事：22名中20名 内オンライン参加１名

出席監事：3名中3名 内オンライン参加１名

■拡大実績（９月）

加入 689名

組合員数 60,340名（前年比107.7％）

■供給実績（８月）

6億9337万円（前年比106.1％）

■経常剰余（８月）

単月 83万円（前年比21.8％）

累計△290万円（前年差△1939万円）

1. 開催概要
２０２５年３月１日(土) 今治公会堂ホール（オンライン併用）
２０２５年３月2日(日) 

【学習会】今治公会堂研修室・【現地視察】無茶々園他

2. 協賛金額 （振り込み手数料は各自ご負担ください）
１０，０００円 募集対象：企業、団体、個人
３，０００円 募集対象：企業、団体、個人
１，０００円 募集対象：個人

3. 協賛特典 第１９回交流集会用作成冊子
（A４カラー28ページを予定）内に掲載

交流集会開始前にスクリーンにて協賛者名投影
4. 募集期間 １０月３１日（木）まで １次集約
5. 問い合わせ先 katsudou.tokushima01@shizenha.co.jp
6. 振り込み先

阿波銀行 徳島北支店 普通預金口座 0023516
名義 生活協同組合コープ自然派しこく 代表理事 川合厚平

「第19回ＧМＯフリーゾーン運動全国交流集会inえひめ」
広告協賛のお願い
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[報告] ■京阪ブロック

7/2 身近な繋がり「カタノｄｅ けいはんカフェ
Vol.3～魅惑のおやつとコーヒー付き～

もっと気軽に身近なところで自然派の繋がりを
作りたいとの思いで始まった「けいはんカ
フェ」3 回目は初めての交野市での開催。交野
市在住メンバー待望の交野市の方が2 名とリ
ピートして下さった方2 名がご参加くださいま
した。2 つのグループに分かれて、自然派のお
菓子とコーヒー、紅茶を味わいながら、自然派
推しの商品、地域の話、お弁当の話、給食の話
など有意義な情報交換ができました。
いつも感じるのは、自然派組合員の方とは初対
面でもどこかで価値観が共有できているので、
すぐに打ち解けて本音で話ができること。楽し
い時間は過ぎるのが早いもので、あっという間
に終了時間でした。今後も定期的に開催してい
きたいです。

＜参加者の声＞
・たくさんお話ができてよかった。
・商品の情報を教えてもらえてよかった。
・自然派の商品を選ぶ価値観の方々に会えてよかった。
・食べたことのないものを試食出来てよかった。おいしかった。
・生協の商品は安心なので、これからも使っていきたい。

■日 時：11月２日(土)３日(日)
■集合時間：11月２日(土)午前７時20分
■集合場所：大阪市淀川区新高４-10-25 協会事務所前

毎年恒例のゆすはらツアーを今年も開催します。
愛媛県との県境に位置する梼原町は、町面積の91％を森林が占めています。自
然の恵みを活かし、町の消費エネルギーの全てを自然エネルギーで賄うこ
とを目指す環境モデル都市でもあります。
町の願いは、山で育てられたスギ、ヒノキが又新たな街で立派に役立つことで
す。1本の木が柱や梁材として出荷されるまでの過程を見学します。林業にいき
る里山を一緒に訪ねませんか。 ※一部、高知県の助成金を受けています。

詳細・お申し込み
はこちら

■宿泊：農家民宿「いちょうの樹」(田舎皿鉢料理)※相部屋になります。

■旅費：１万９千円/人(税込、バス代、宿泊代、３食含）

※２日の昼食は自費負担になります。

■申込締切：定員15名になり次第

■詳細・申込：NPO 国産材住宅推進協会（06-6395-3332）

【メール】info@kokusanzai.org

（阪急宝塚線「三国」駅南出口を西へ徒歩約３分）

2024年 カタログ32号
提出日…10月 28日（月）～ 11月 1日（金）
配達日…11月 4日（月）～ 11月 8日（金）

021135

おおさかの組合員の皆さまの食卓へ、三重県の大自然か
ら土の香りとともに美味しい旬の野菜をセットにしてお
届けします。

＊農薬は使っていません。
＊内容変更になることがあります。

谷農園の野菜セット 1000円
（税込1080円）

■ 10月4回（ 10/21～10/25 お届け ）野菜セット予定
こまつな・人参のまびき・にら・ピーマン・里芋・きくな

「小さな農家の野菜セット」は当分お休みします

【外部イベント】 主催：NPO国産材住宅推進協会

1泊2日バスツアー「ゆすはらの森をたずねて」

再開までしばらくお待ちいただきますようお願い致します。

2011年福島第一原発事故から13年が過ぎまし

たが、放射能の拡散による影響はまだ続いていま

す。このような状況下で、「少しでも子ども達を

応援できれば」という絵本作家さんの思いや、支

援団体の活動を知ったたくさんの方々の「応援し

たい」という想いを集め、カレンダー販売を通じ

て支援団体に寄付しています。コープ自然派では

2019年から、毎年紙面で紹介しています。今年

も売上が支援につながりますように。

注文番号 040020

12人の絵本作家が描く
おうえんカレンダー 2025

■ 注文可能な号： 29・30・31号
注文可能な期間：10/7(月)～10/25(金)

お届け：11/4(月)～8(金)
※30号の紙面掲載はありませんが注文はできます。
オンライン・OCR共に番号040020での注文が可能。

原発事故による影響から

子どもたちを守りたい

【価格】1,000円（税込み1,100円）
【サイズ】21㎝×21㎝ 壁かけ時 縦42㎝×横21㎝
【頁数】28P
【販売元】一般社団法人応援カレンダープロジェクト

ポスティ掲載号：
①29号ｐ33特集ページ
②31号ｐ42雑貨ページ

脱原発ネットワーク連絡会から
昨年はたくさんのカレンダーをご購入いただき、ありがとうございました。
今年も12人の絵本作家おうえんカレンダー2025年版をポスティにて販売
します！このカレンダーは3.11事故によりふるさとに帰れない人、またそ
の方達をサポートする団体への寄付になります。是非皆さんも応援よろし
くお願いします！

※オンラインからも番号で注文可能です。

[報告] ■ビジョンつなぐ

7/4 久保元校長と考えよう
「自由に声をあげられる社会をつくるには？」

2021年5月、市立木川南小校長（当時）久保さんが、
通信環境が不十分なまま導入されたオンライン授業につ
いて「学校現場は混乱を極めた」などとする提言書を当
時の松井市長らに提出した所、市教委から文書訓告を受
けました。「提言書はこれまで行動を起こさなかった自
分への怒り」後から読み返しても勇ましい文章を書いた
と思うと久保さんは言います。もし、今声をあげなけれ
ば自分の教師生活をしていた37年をなかったことにし
てしまうのでは？との思いから声をあげられました。

そしていまの教育現場について、不登校児童は
年々増え、約30万人に上ろうとしてます。そ
れは学校に行けない子の問題ではなく、今の学
校のシステムに問題があるのではないだろう
か？と問題提起されます。この10年の大阪の
教育を見てみるとたくさんの条例ができ、教職
員組合は徹底的な管理により組織力も下がり分
断させられたそうです。

子ども一人一人の成長に直接関わることこそが教
師の仕事であり責任であるのに「教育振興基本計
画」に掲げられた数値目標を達成することが教師
の仕事、学校の責任になり学校が教育行政の末端
機関に成り下がってしまった。学校は裁量権が奪
われていった結果、自ら思考できない組織になり、
それは政治的権力により教育が不当に支配されて
しまうことにつながっていく。

そういうものと争うには思考停止しないこと（批判的に考
える・当たり前を疑う・おかしいことはおかしいと声に出
す）〇〇ねばならない・〇〇するべきなどの思い込みに気
づき、自由になること。
久保さんは昨年2月、大阪弁護士会に文書訓告取消しを求
めて人権侵害救済申立を行いました。おかしいことに声を
上げるその姿こそ、生きた教育なのだと思いました。

イベントを一緒に考える仲間を募集しています。月に１度のペースで話し合い
をしているので、気軽に見にきてください。

イベントは私たち組合員が企画しています。

日時が変更になる場合もありますので、見学希望の方は、事前に組織企画へ、お問い合
わせください。組合員サービスセンターへTELまたは下記メールアドレスにて
mail : kikaku07@shizenha.co.jp

10月の委員会カレンダー

日 曜日 時間 会議名 会場

31 木 09：30～11：30 ひょうたんブロック
東大阪市四条

リージョンセンターやまなみプラザ

日 曜日 時間 会議名 会場

7 木 10：00～12：00 さかい古墳ブロック 堺市立 西文化会館ウェスティ

7 木 10：00～12：00 商品委員会 からふる/フリースペース(うえ)

11 月 10：00～12：00 吹田ブロック会議 山田夢つながり未来館

15 金 10：00～12：00 うめ星ブロック会議 くみかつWA（和歌山活動室）

11月の委員会カレンダー


